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災害法
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担当編集から
「現代の法律学を対象に現時点で法律
学全集を編集するならば，災害法は確

実にその一角を占めるものである。」──本書「はじめ
に」冒頭の一文です。
　本書は，「災害法」を「環境法」などのようにひとつ
の法分野として認識し，その法システムを解明しようと
するものです。災害をめぐる法律は，もともと体系的な
整備が図られていたわけではなく，大規模災害が起きる
度にその災害に対応する個別法の制定・改正をくりかえ
してきた結果，多数の法律が並存しています。複雑な様
相を呈する災害法の全体を概観し体系的に叙述すること
をねらって，⑴災害類型に即した法制研究，⑵都市法と
災害法の交錯に関する研究，⑶避難法制研究，⑷災害組
織法研究を基盤に構成された 8つのテーマに，気鋭の
研究者が取り組みました。
　新しい法分野を切り拓く本書を，法学部生や法科大学
院生のみなさんもぜひ手に取ってみてください。（Z）
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詳細な分析・深い考察から，災害法全体の概観をこころみます。Point
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